平成１６年度文化審議会における委員意見要旨

平成１６年６月１日（火）

14:00～16:00　　内山邸

＜審議議題＞今後の文化振興について
　　（子どもの芸術文化活動への参加促進策等）

○県民芸術文化祭は、多くの方々に関心が持たれるようになり、県民に浸透してきている。

○子どもや指導者が優れた専門家から指導、助言を受ける「芸術文化指導者招へい事業」は、今後も続けてもらいたい。

○芸術文化の練習の場として使用する施設の利用料金を軽減してほしい。

○子どもが、修学旅行先等で文化活動を行う機会をつくるなど、外向きな施策も推進したらどうか。

○子ども向きや学校向きだけの事業でなく、高齢者も含め、３世代が参加できる日常的な文化活動に対して支援したらどうか。

○子どもの芸術作品を商店街に掲示するなど、子どもが地域のイベントに積極的に参加できる環境づくりが大切。「子どもの文化活動」と「まちの活性化」をつなぎあわせる施策を考えたらどうか。

○空きホールを活用して、子どもが、音響効果等に優れた本物の舞台で、気軽にピアノ演奏を体験できる機会を提供したらどうか。

○企業メセナ文化ホール公演は、一定数の高齢者、障害者、子どもは無料招待されるが、一般の方も入場無料となるよう、企業等からもっと寄付金を集めてもらいたい。

○文化庁事業の「伝統文化こども教室」は、昨年度から実施されているが、事業をもっとＰＲするなど、参加者を増やすための方策を考えるべき。

○「富山県こどもフェスティバル」等で子どもの文芸活動が行われているが、文芸は、他の芸術文化の分野に比べて関心が低い。子どもの文章表現を向上させるためにも、文芸の施策を推進してもらいたい。

○子どもが、公民館等を活用し、地域で行う文化活動は、地域社会や市町村が中心となって推進すべきであり、県は、市町村へ支援していく姿勢が大切。

○子どもが幅広い文化的素養を培うために、子どもに関する文化事業は、芸術文化に限定せずに、伝統文化や生活文化等も含めることが大切。

○世代間の文化的なギャップが非常に大きい。子どもと高齢者が共通の場で活動できる文化施策を考えたらどうか。

○子どもが文化施設等で行われる文化事業に参加しやすくするために、バスを手配するなど、交通の便も考慮した事業を展開した方がよい。

○学校の授業等で、「お茶」の時間を取り入れて、子どもが、「お茶」を通じて日本の伝統文化に触れてもらいたい。

○子どもに関する様々な文化事業を互いに連携していくために、連絡調整となる協議会のような組織を設置したらどうか。

○子どもが企画運営する「子ども芸術文化フェスティバル」（仮称）を開催したらどうか。開催にあたっては、大人が脇役として、しっかりサポートしていくことが大切。

○例えば、幼児が自由に入場できる「０歳児からのコンサート」を開催するなど、親子がいっしょに鑑賞できる公演を開催したらどうか。

○子どもに関する文化事業を企画立案するにあたっては、学校管理の問題もあるので、教育関係者と連携を図って検討すべき。

○学校の授業で、「美術」の時間が減少しているようである。また、県美術展や市町村の美術展等の出品者年齢が年々高くなってきている。子どもの時代に、美術感覚を身に付けることが大切であり、もっと美術に力を入れるべき。

○県が推進する子どもに関する文化事業に、多くの方々の協力や参加を求めていくためにも、もっとＰＲすべき。

○子どもの感性を高めるため、学校の授業で発表の時間を取り入れ、子どもが言葉に触れる機会をもっと増やしたらどうか。

○子どもに関する文化事業を推進するうえで、県と市町村の役割分担を明確にすべき。

○子どもだけの事業ではなく、子どもと大人が交流できる事業を考えたらどうか。

○おわらやこきりこ等の富山の伝統芸能が一団となり、学校へ巡回公演すればどうか。

○子どもが通学等で利用する公共交通機関を通じた、文化的なふれあい事業を考えたらどうか。例えば、路面電車の停留所に芸術作品を置くことにより、子どもは、毎日、自然に芸術文化に触れることになる。

○週休２日制の影響等により、いけ花等の習いごとをやめていく学校が増えていることに危惧している。学校教育に芸術文化活動を取り入れるため、学校と芸術文化団体がもっと連携していくことが大切。

○洋舞やブラスバンドなどにおいては、全国や海外のコンクールで優秀な成績を修めていることをもっとＰＲしていく必要がある。

○子どもに関する文化事業を推進するにあたっては、県内の経済団体にも協力してもらうことが大切。

○「2000年世界こども演劇祭」に組織された大人のボランティア団体が、引き続き、「富山県子どもフェスティバル」や８月開催の「アジア太平洋こども演劇祭」などで活躍している。大人が、ボランティア等として、子どもの文化事業に積極的に参加し、子どもと交流できる仕組みを考えたらどうか。

○学校で、子どもに芸術文化活動の必要性をもっと教えたらどうか。

○毎年、県高校文化祭を実施。平成２４年には、富山県で全国高校総合文化祭が開催される予定である。

○文化公演等の文化事業は、受益者である入場者の応分の負担も必要。また、その主催者は、理想を言えば、自治体の助成がなくとも、文化事業を実施できるよう、自立していくことも大切。

○子どもが文化施設やその文化事業に興味を持ち、文化施設に足を運びたくなるよう、文化施設側は、もっと子どもが魅力を感じる企画やＰＲ方法等を考えるべき。

○子どもが、学校等で、美しく優れた伝統芸能を触れる機会をもっと増やせば、子どもの犯罪行為の防止につながるのではないか。

○今後の文化活動においては、ＩＴを積極的に活用すべき。

○県内の子どものブラスバンドは、非常にレベルが高い。弦楽器を含めて、青少年オーケストラを結成したらどうか。
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